
 
 

 

 

 大会には本県関係者が多数参加 

・ 福井県をはじめ北陸新幹線沿線 10 都府県で構成する北陸

新幹線建設促進同盟会は、北陸新幹線の早期整備を図るため、

自治体・経済界関係者約２９０人の参加による建設促進大会

を開催しました。本県からは、西川知事、田中県議会議長を

はじめ、県議会議員、市町、経済界など約１１０人が出席し

ました。 

 

 列席国会議員のあいさつ 

・ 本県選出の民主党松宮勲議員（民主党「整備新幹線」を推進す

る議員の会副代表）はあいさつの中で「大阪まで繋げて初めて

国土軸の多重化となる。敦賀までの認可・着工後は関西に向け

て継続して活動に取り組みたい。」と述べました。 

 

 敦賀までの認可、工期短縮を強く要望 

・ 大会で西川知事は、「敦賀までの認可、着工を急ぐべき。」「１０

数年かかる工期を短縮しなければならない。」「フリーゲージト

レインは、（敦賀延伸の）条件ではない。フル規格で関西まで繋

がることを確信している。」と述べ、敦賀までの１日も早い認可

と工期短縮による敦賀までの早期完成・早期開業、大阪までの

フル規格による全線整備を強く要請しました。 

 

 北陸、関西の両経済界からの発信 

・ 大阪までの全線開通に向け、北陸経済連合会の永原功会長

（北陸電力会長）は、「敦賀まで早期認可、工期短縮、大阪

までのフル規格による全線整備の 3 点を要請する」と述べ、

関西経済連合会の辻卓史理事（鴻池運輸(株)会長）は、「敦

賀から大阪まで繋がると１つの輪ができ災害に備えられる。

フル規格での接続、早期開業を国に働きかけていきたい」と

強いメッセージを発信されました。 

 

 

 

北陸新幹線ニュースレター特別号 

北陸新幹線建設促進同盟会大会・中央要請結果概要 

（６月５日実施 大会会場：東京プリンスホテル（東京）） 

大会の様子 

松宮議員あいさつ 

西川知事要請 

北陸経済連合会 永原会長要請 

 

 

関西経済連合会 辻理事要請 



 整備促進に関する大会決議を採択 

・ 大会の最後に、北陸新幹線の敦賀までの早期完成・開業に向

けた整備促進や大阪までのフル規格による整備方針の明確

化などを盛り込んだ大会決議を採択しました。 

 

 

 大会決議を政府関係者等に要請 

・ 大会終了後は、西川知事、田中県議会議長、川田北陸経済連

合会副会長をはじめ沿線府県等の代表者による中央要請を

実施、民主党陳情・要請対応本部や国土交通副大臣、総務大

臣政務官らに対し、敦賀までの一日も早い認可・着工と早期

完成・開業の実現などを強く要請しました。 

 

 

 

 

民主党陳情・要請対応本部にて 

津川政務官への要請 

 

 

 

公明党への要請 

 

 

 

奥田国土交通副大臣への要請 

 

（参考）大会で採択された決議 

 

 

 

 

国土交通省にて 

＜お問い合わせ先＞  

福井県北陸新幹線建設促進同盟会 

（事務局：福井県新幹線建設推進課）  

℡：0776-20-0298 

Fax：0776-20-0729 

E-mail：shinkansen@pref.fukui.lg.jp  

 


